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あらまし：本研究では，教員養成初期段階にある教育学部１年次生を対象に，附属学校園における活動に

ついてのリフレクションの記述に関する指導を行い，その効果を明らかにするための手がかりを得ること

を目的とした．その結果，活動記録を実際に見ながら記録の書き方とふり返り方の指導を行うことによっ

て，指導以前の記述と指導後の記述が量的・質的に変化していることが明らかになった． 
キーワード：ｅポートフォリオ，履修カルテ，教員養成，教育実習，教師教育 

 
 
1. はじめに 
 信州大学教育学部では，「臨床の知」をスローガン

に，入学時から卒業時までのさまざまな臨床経験科

目を体系的にカリキュラムに整備しつつ，体験的な

学びと学問的な学びを往還する教育を重視している．

そして，教職ｅポートフォリオ（履修カルテ）の継

続的な作成を通して，自己の教育経験を研究的にリ

フレクションし，次の活動への課題を見いだすこと

としている 1)2)．これまでの研究では，自己総合評価，

観点別自己評価，学生間の相互コメントのそれぞれ

の記述に特定のキーワードがどれくらい含まれてい

るかを学年別に分析することによって，学生の成長

過程の様相を明らかにしてきた 3)4)5)．また，学生自

身も，相互コメントによって，自分が気づかなかっ

たことを気づく契機を感じていたり，他者からのコ

メントに反発・反論するのではなく素直に受け止め

て自己の成長につなげようとしたりしているという

効果が明らかになってきている 6)7)．しかしながら，

教職ｅポートフォリオの作成やリフレクションの記

述に関する指導が定期的にかつ十分に行われている

とは必ずしも言いがたい状況であった． 
 そこで，本研究では，教員養成初期段階にある教

育学部１年次生を対象に，附属学校園における活動

についてのリフレクションの記述に関する指導を行

い，その効果を明らかにするための手がかりを得る

ことを目的とする． 
 
2. 研究の対象と方法 

2.1 研究の対象 

 本研究の対象となる学生は，2016 年度に信州大学

教育学部に入学し，2016 年度に「教育臨床入門」を

受講している学校教育教員養成課程の１年次生 250
名である． 
 「教育臨床入門」は，１年次生の必修科目であり，

教育職員免許法施行規則第６条第二欄の「教職の意

義等に関する科目」（(1) 教職の意義及び教員の役割，

(2) 教員の職務内容（研修，服務及び身分保障等を

含む．），(3) 進路選択に資する各種の機会の提供等）

として開講されている．ねらいとして，「教職の意義

及び教員の役割について理解し，自分のめざす教師

像を描き始める．」「子どもの学びを観察する意義と

その方法および留意点を理解し，授業参観記録のと

り方や学習指導案の読み方など教育実習のための基

礎的な能力を身につける．」等を挙げている． 

2.2 研究の方法 

 「教育臨床入門」の履修により，学生は，信州大

学教育学部附属松本学校園（以下，「附属学校園」）

における教育活動に日常的・継続的に参加すること

を中心に，具体的な学びの場（教室等）における観

察実習や参加実習を通して，観察者である自分のも

のの見方・考え方を鍛えていくことになる．附属学

校園における教育活動に年間８～10 回程度参加す

ることになるが，参加の都度，信州大学の全学

e-Learning システムである「eALPS」に，活動記録を

蓄積していく． 
 2016 年 10 月 25 日（火）の「教育臨床入門」の授

業時に，学生が持参したノート PC，タブレット，ス

マートフォン等を用いて eALPS にアクセスし，

Moodle の小テスト機能を用いて記入された「附属学

校園活動記録」を見て，記録の書き方とふり返り方

の指導を行った．そこで，この日より前の記述とこ

の日より後の記述を量的・質的に比較することによ

って，リフレクションの記述指導の効果を検証する
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こととした． 
 
3. リフレクションの記述指導の効果 

3.1 記述量の変化 

 「附属学校園活動記録」に記入された活動記録は

計 2,328 件あった．このうち，リフレクションの記

述に関する指導の前に記入されたものが 1,292 件，

指導の後に記入されたものが 1,036 件であった． 
 自由記述で記入する回答のうち，「附属学校園で行

った「活動の概要」を箇条書きで書きましょう．」の

平均文字数は，指導前の記入が 30.5 文字であったこ

とに対して，指導後の記入は 22.6 文字であった．ま

た，「附属学校園で行った「活動から学んだこと」を

書きましょう．」の平均文字数は，指導前の記入が

163.4 文字であったことに対して，指導後の記入は

175.6 文字であった． 
 このことから，「活動の概要」の記述については文

字数が減っているものの，「活動から学んだこと」の

記述は若干増加していることがわかった． 
 なお，ここでの文字数とは，Microsoft Excel の関

数で文字列の長さ（文字数）を返す「LEN」による． 

3.2 記述内容の変化 

 2016 年 10 月 25 日（火）の「教育臨床入門」の授

業時には，「附属学校園活動記録」のポイントとして，

次の３点を指導した． 
○具体的な活動（子どもや教師の姿，様子，ノー

ト，発言）から，「学んだこと」を書く 
○「今回のねらい・注目点」を決めて，それにつ

いてのふり返りを書く 
○次回の課題を明確に持つ 

 その結果，ある学生が附属幼稚園での日常保育に

参加したときの「活動から学んだこと」の記述が，

次のように記述されるようになった． 
＜指導前＞ 
 ＡさんとＢさん，両方から遊ぼうと言われた時

に，例えば先に声をかけてくれた方から遊んで，

その後，もう片方と遊ぶというように，いっぺん

にではなく，順番に遊んであげるということが大

切だということを学びました． 
 
＜指導後＞ 
 「子どもと遊ぶ時に何を気を付けるか」とい

うのをねらいとして，ＡさんとＢさんの両方から

遊ぼうといわれたときに，いっぺんに遊ぶのでは

なく，約束をして順番に遊んであげることが大切

だと学べた．また，当たり前のことではあるけれ

ど，約束をしたら必ず守ることも大切だと学べま

した． 
 子どもが遊んでいるときに，その子の遊びを妨

げるような行動をしないように，周りを見てその

子が次にどんな行動をとるかなど，想定していく

ことも大切だと思いました． 
 このように，実習に臨む際の各自のねらいを明確

にすることによって，そのねらいの達成状況とそれ

にまつわるエピソードが記述されるようになってい

る． 
 
4. おわりに 
 本研究では，教員養成初期段階にある教育学部１

年次生を対象に，附属学校園における活動について

のリフレクションの記述に関する指導を行い，その

効果を明らかにするための手がかりを得ることを目

的とした．その結果，活動記録を実際に見ながら記

録の書き方とふり返り方の指導を行うことによって，

指導以前の記述と指導後の記述が量的・質的に変化

していることが明らかになった． 
 今後の課題としては，記述内容の詳細な分析を行

うことによって，リフレクションの記述に関する指

導効果を明らかにすることと合わせて，より効果的

な指導方法を検討していく必要がある． 
 
付記 
 本研究の一部は，JSPS科学研究費・基盤研究(C) 課
題番号 25350325「教職キャリア志向向上と目指す教

員像構築のための教職ｅポートフォリオの活用」（研

究代表者：谷塚光典），及び同・基盤研究(C) 課題番

号 16K01107「協働的問題解決のための省察を促進す

る教職ｅポートフォリオシステムの開発」（研究代表

者：谷塚光典）の助成を受けたものである． 
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